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生
神
女
マ
リ
ヤ
は
、
そ
の
晩
年
、
エ
ル
サ
レ

ム
で
過
ご
し
、
凡
そ
70
代
半
ば
で
こ
の
世
を

去
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
マ
リ
ヤ
の
死
は
、
し

か
し
「
永
眠
」
で
は
な
く
「
就
寝
」
と
呼
ば
れ

る
（
祈
祷
書
で
は
「
逝
世
」
と
い
う
言
葉
も
使

用
さ
れ
て
い
る
）
。
葬
り
の
三
日
後
に
そ
の
墓

を
開
け
て
み
る
と
中
は
空
っ
ぽ
だ
っ
た
。
つ
ま

り
マ
リ
ヤ
は
す
ぐ
に
「
復
活
」
を
先
取
り
し
た

の
だ
。
故
に
「
永
く
眠
る
」
と
い
う
漢
字
は
不

適
当
だ
と
言
え
る
。
た
だ
し
「
死
」
は
「
復

活
」
す
る
ま
で
の
し
ば
し
の
「
眠
り
」
で
あ
る

こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
た
め
、
「
就
寝
」
と
い

う
言
葉
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

伝
道
の
た
め
に
世
界
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
弟

子
た
ち
は
、
危
篤
の
マ
リ
ヤ
の
所
へ
奇
跡
的
に

集
ま
る
こ
と
が
で
き
た
。
マ
リ
ヤ
は
、
彼
等
に

「
ゲ
フ
シ
マ
ニ
ア
（
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
）
の
園
の
中

に
あ
る
墓
に
葬
っ
て
欲
し
い
」
と
頼
ん
だ
。
そ

こ
は
、
マ
リ
ヤ
の
両
親
と
夫
イ
オ
シ
フ
が
葬
ら

れ
た
墓
で
も
あ
っ
た
。
『
死
』
と
は
、
肉
体
と

霊
神
の
分
離
で
あ
る
。
霊
神
は
、
マ
リ
ヤ
を
と

お
し
て
人
と
な
っ
た
神
・
ハ
リ
ス
ト
ス
の
手
に

抱
か
れ
た
が
、
肉
体
は
、
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
墓
の

中
に
納
め
ら
れ
た
。 

 

ゲ
ッ
セ
マ
ネ
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
す
ぐ
そ
ば

の
オ
リ
ー
ブ
山
の
中
に
あ
る
園
で
あ
る
。
こ
こ

で
ハ
リ
ス
ト
ス
は
、
十
字
架
に
か
か
る
前
、
血

の
に
じ
む
よ
う
な
祈
り
を
し
た
。
そ
し
て
そ
の

場
で
捕
ら
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
最
後
に
昇
天
し

た
場
所
も
、
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
あ
る
オ
リ
ー
ブ
山

で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
「
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
」
と
い

う
ヘ
ブ
ラ
イ
語
は
、
「
油
し
ぼ
り
」
と
い
う
意

味
を
も
っ
て
い
る
。 

 

ギ
リ
シ
ャ
語
で
オ
リ
ー
ブ
は
「
エ
レ
オ
ン
」

と
言
い
、
憐
れ
み
を
意
味
す
る
「
エ
レ
オ
ス
」

と
発
音
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
オ
リ
ー
ブ
油

は
「
神
の
憐
れ
み
」
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
「
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
」
と
は
つ
ま
り
「
憐
れ
み

を
豊
か
に
し
た
た
ら
せ
る
」
と
い
う
意
味
に
な

る
。
マ
リ
ヤ
は
そ
の
就
寝
の
時
、
肉
体
も
霊
神

も
「
憐
れ
み
」
の
中
に
包
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
「
憐
れ
み
」
は
、
マ
リ
ヤ
だ
け
で
な
く
私

た
ち
一
人
一
人
を
も
包
ん
で
い
る
。
（
Ｄ
） 

仙
台
正
教
会 

教
会
だ
よ
り 

「ゲフシマニヤ、生神女の聖な

る堂よ、楽しめ。…爾に因りて

世界に大いなる 憐 を賜う主は

爾と偕にす 」 

「地の極より此に集まりたる使

徒等よ、我の体をゲフシマニヤ

の村に葬れ。爾、我が子及び神

よ、我の神゜を接け給え。 」 
（生神女就寝祭晩課・早課より） 

はて 

とも 

あわれみ 

よ 

しん 

ここ 

う 
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7
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰
、
東
京
復

活
大
聖
堂
教
会
に
お
い
て
通
常
全
国

公
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、

各
教
会
か
ら
の
代
議
員
の
出
席
が
大

幅
に
減
と
な
っ
た
が
、
神
品
教
役
者

は
ほ
と
ん
ど
全
員
集
合
す
る
こ
と
が

で
き
た
。 

 

一
日
目
は
、
宗
務
報
告
、
宣
教
企

画
委
員
会
、
財
務
諮
問
委
員
会
、
諸

規
則
検
討
委
員
会
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。 

 

二
日
目
は
、
決
算
、
予
算
に
つ
い

て
討
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
教
団
と
し
て
自
給
神
品
に
関
す

る
規
程
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。 

 

な
お
、
聖
体
礼
儀
に
お
い
て
、
大

阪
教
会
の
ニ
コ
ラ
イ
松
田
光
剛
輔
祭

が
長
輔
祭
に
昇
叙
さ
れ
た
。 

 

人
事
に
関
す
る
も
の
と

し
て
は
、
横
浜
正
教
会
の

兼
務
管
轄
が
、
コ
ン
ス
タ

ン
チ
ン
桝
田
神
父
様
（
山

手
教
会
）
か
ら
デ
ィ
ミ
ト

リ
ー
田
中
神
父
様
（
小
田

原
教
会
）
に
変
更
と
な
っ

た
他
は
、
大
き
な
異
動
は

な
か
っ
た
。 

▲ 該当箇所の修復作業 

会
館
北
側
の
外
壁
一
部
修
復 

 

今
年
2
月
に
起
き
た
地
震
の
影

響
で
会
館
の
北
側
の
外
壁
に
亀
裂

が
生
じ
た
た
め
地
震
保
険
が
適
用

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
古
い
亀
裂

部
分
も
含
め
て
修
復
工
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
壁
を
洗
浄
し
た
後
に
該

当
箇
所
を
コ
ー
キ
ン
グ
し
て
、
綺
麗

に
塗
装
さ
れ
ま
し
た
。 

7月10日、11日 

セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
よ
り
祝
福

を
う
け
る
ニ
コ
ラ
イ
松
田
長
輔
祭 

▲
 

▲ 外階段を利用して工事 
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長
司
祭
ワ
シ
リ
イ
加
藤
神
父
様
を
偲
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

マ
リ
ヤ 

永
元  

道
子 

 

加
藤
神
父
様
、
長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

加
藤
神
父
様
と
の
出
会
い
は
約
70
年
前
に
な
り

ま
す
。
幼
か
っ
た
私
は
、
教
会
が
楽
し
く
て
聖

歌
隊
や
青
年
会
に
混
ぜ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
。
帰
り
が
遅
く
な
っ
た
時
に
は
自
宅
ま
で
手

を
つ
な
い
で
送
っ
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
今
で
も

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。 

 

マ
ト
シ
カ
思
い
で
優
し
い
笑
顔
と
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
人
柄
が
偲
ば
れ
ま
す
。 

 

あ
る
日
の
勉
強
会
で
、
「
信
仰
と
い
う
の
は

な
、
べ
こ
（
牛
）
の
よ
だ
れ
の
よ
う
に
細
ー
く

長
ー
く
、
な
か
な
か
切
れ
そ
う
で
切
れ
な
い
も

の
だ
よ
。
」
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
娘
と
共

に
参
祷
す
る
よ
う
に
な
り
、
加
藤
神
父
様
の
言

葉
を
改
め
て
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
婦
人
会
の
卵
染
め
も
手
伝
っ
て
下
さ

り
、
そ
の
時
の
テ
キ
パ
キ
と
し
た
手
さ
ば
き
は

見
事
な
も
の
で
し
た
。
ラ
ン
パ
ー
ト
の
芯
も
き

れ
い
に
揃
え
て
下
さ
っ
た
も
の
で
す
。 

 

司
祷
さ
れ
る
加
藤
神
父
様
の
テ
ノ
ー
ル
の
声

の
響
き
…
。
今
で
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

加
藤
神
父
様
と
共
に
教
会
で
お
祈
り
出
来
た

 

２
０
２
１
年
６
月
25
日
（
金
）
、
か
ね
て
よ
り
病
気
療
養

中
で
あ
っ
た
仙
台
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
長
司
祭
ワ
シ
リ
イ

加
藤
國
枝
神
父
様
が
永
眠
さ
れ
た
。
88
歳
で
あ
っ
た
。 

 

ワ
シ
リ
イ
加
藤
神
父
様
は
、
昭
和
７
年
生
れ
。
東
北
電
力

に
お
勤
め
に
な
る
か
た
わ
ら
、
昭
和
47
年
に
輔
祭
に
叙
聖
、

自
給
輔
祭
と
し
て
仙
台
教
会
で
ご
奉
仕
さ
れ
た
。
昭
和
55
年

に
長
輔
祭
に
昇
叙
さ
れ
、
フ
ェ
オ
ド
シ
イ
永
島
府
主
教
座
下

時
代
に
開
催
さ
れ
た
数
年
間
の
集
中
講
座
を
経
て
、
平
成
８

年
10
月
27
日 

に
司
祭
に
叙
聖
さ
れ
た
。
以
降
、
精
力
的
に

仙
台
だ
け
で
な
く
中
新
田
正
教
会
の
管
轄
も
熱
心
に
務
め
ら

れ
、
平
成
28
年
に
長
司
祭
に
昇
叙
さ
れ
た
。 

 

し
か
し
、
令
和
２
年
１
月
に
休
職
さ
れ
て
す
ぐ
に
ご
病
気

（
膵
臓
癌
）
が
見
つ
か
り
、
闘
病
生
活
を
送
ら
れ
た
。
持
前

の
生
命
力
と
精
神
力
と
信
仰
の
力
に
よ
っ
て
１
年
半
も
の
期

間
を
ご
家
族
と
共
に
過
ご
さ
れ
た
。 

 

仙
台
生
神
女
福
音
聖
堂
に

お
い
て
、
通
夜
・
パ
ニ
ヒ
ダ

が
６
月
29
日
（
火
）
に
行
わ

れ
、
翌
30
日
（
水
）
に
、
司

祭
埋
葬
式
が
、
セ
ラ
フ
ィ
ム

大
主
教
座
下
の
御
司
祷
の
下

長
司
祭
マ
ル
コ
小
池
神
父
、

長
司
祭
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
神
父

お
よ
び
長
司
祭
ク
リ
メ
ン
ト

児
玉
神
父
の
陪
祷
で
執
り
行

わ
れ
た
。 

長司祭ワシリイ加藤國枝神父様の埋葬式 
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こ
と
を
心
か
ら
神
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 
加
藤
神
父
様
の
永
遠
の
安
息
と
永
遠
の
記

憶
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

ワ
シ
リ
イ
加
藤
神
父
様
へ
の
感
謝 

 
 
 
 
 
 

セ
ル
ギ
イ
渡
邊
安
久 

 

長
司
祭
ワ
シ
リ
ィ
加
藤
國
枝
神
父
様
、
17

年
間
中
新
田
正
教
会
を
管
轄
し
て
頂
き
大
変

お
世
話
に
な
り
又
、
沢
山
の
思
い
出
を
有
難

う
御
座
い
ま
し
た
。
常
に
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た

こ
と
、
そ
れ
は
「
自
分
を
愛
す
る
の
と
同
じ

よ
う
に
隣
人
を
愛
し
な
さ
い
」
で
し
た
。
聖

書
に
は
色
々
書
か
れ
て
い
る
が
こ
れ
に
尽
き

る
と
い
う
こ
と
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
神
父
様

を
囲
ん
で
の
持
ち
寄
り
の
昼
食
会
は
、
み
ん

な
の
一
番
の
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

又
、
神
父
様
が
全
国
公
会
聖
体
礼
儀
の
中

で
長
司
祭
に
昇
叙
さ
れ
た
の
を
記
念
し
中
新

田
正
教
会
と
し
て
、
お
父
様
に
頂
い
た
祭
服

を
着
た
記
念
写
真
を
、
お
祝
い
と
し
て
皆
で

喜
び
合
い
贈
っ
た
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

そ
の
写
真
が
ま
さ
か
神
父
様
の
遺
影
と
し
て

飾
ら
れ
る
と
は
シ
ョ
ッ
ク
を
か
く
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
そ
の
く
ら
い
大
切
に
し
て
い

た
こ
と
を
家
族
の
皆
様
に
お
聞
き
し
た
時
、

改
め
て
感
謝
の
思
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

昨
年
11

月
に
神
父

様
宅
へ
突

然
訪
問
、

四
時
間
ほ

ど
色
ん
な

話
し
を
し

た
こ
と
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
悲
し

す
ぎ
ま
す
。
願
わ
く
は
長
司
祭
ワ
シ
リ
ィ
加
藤

神
父
様
、
マ
リ
ヤ
勢
津
マ
ト
ㇱ
カ
様
が
永
遠
の

安
息
と
復
活
の
生
命
に
与
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
永
い
間
本
当
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
永
遠
の
記
憶
。 

 
ワ
シ
リ
イ
加
藤
神
父
様
を
偲
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 

マ
リ
ヤ 

太
田
ち
え
子 

 

加
藤
神
父
様
が
ご
病
気
で
教
会
を
お
休
み
な

さ
っ
た
昨
年
２
月
か
ら
メ
ー
ル
で
交
流
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
『
仙
台
闊
歩
』
に

教
会
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
教
会
だ
よ

り
で
お
知
り
に
な
っ
た
神
父
様
か
ら
、
雑
誌
の

購
入
送
付
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
以
下
は
そ

の
記
事
を
読
ま
れ
た
神
父
様
か
ら
の
メ
ー
ル
の

一
部
で
す
。 

 

「
私
は
金
須
先
生
が
作
曲
さ
れ
た
『
親
し
み

の
捧
げ
も
の
』
『
平
和
の
憐
れ
み
』
と
聖
体

礼
儀
冒
頭
の
12
回
の
『
大
連
祷
』
が
好
き

で
、
特
に
12
回
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ロ
デ
ィ
で
主

憐
れ
め
よ
と
澄
ん
だ
メ
ロ
デ
ィ
で
歌
う
と

き
、
こ
の
祈
り
が
天
上
の
宝
座
に
届
い
た
と

い
う
実
感
が
全
身
に
伝
え
ら
れ
た
思
い
で
し

た
。
正
教
会
は
聖
歌
そ
の
も
の
が
お
祈
り
で

す
か
ら
、
緊
張
と
感
動
の
連
続
で
す
よ
ね
。

先
輩
た
ち
は
金
須
先
生
の
教
え
を
受
け
、
私

達
は
後
へ
続
く
人
達
へ
伝
え
て
行
く
。
こ
れ

か
ら
も
連
綿
と
歌
い
継
が
れ
て
行
く
事
で

し
ょ
う
。
」 

 

今
年
の
元
旦
は
『
今
年
こ
そ
（
教
会
に
行

き
た
い
）
』
、
1
月
14
日
聖
大
ワ
シ
リ
イ

の
聖
名
祭
は
『
一
日
も
早
く
教
会
に
行
き
皆

の
顔
が
見
た
い
』
と
い
つ
も
い
つ
も
教
会
に

参
祷
し
神
様
か
ら
祝
福
さ
れ
る
事
の
大
切
さ

を
メ
ー
ル
に
書
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
4
月

4
日
、
最
後
の
メ
ー
ル
の
締
め
く
く
り
は

『
罪
僕
ワ
シ
リ
イ
に
ご
加
祷
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
』
で
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
闘
病
で
、
教
会
参
祷

も
ま
ま
な
ら
ず
、
神
様
の
祝
福
を
切
に
願
う

神
父
様
の
お
気
持
ち
を
思
う
時
、
涙
が
流
れ

ま
す
。
神
父
様
か
ら
頂
い
た
思
い
出
、
メ
ッ
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7
月
4
日
㈰
、
暦
を
先
取
り
し
て
中
新
田
正
教

会
の
堂
祭
で
あ
る
「
前
駆
授
洗
イ
オ
ア
ン
誕
生

祭
」
の
聖
体
礼
儀
が
行
わ
れ
、
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
が

祈
ら
れ
た
後
、
２
０
２
１
年
度
の
中
新
田
正
教
会

信
徒
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
数
の
確
認
と
開

会
宣
言
、
神
父
に
よ
る
訓
示
の
後
、
昨
年
度
の
宗

務
・
事
業
報
告
が
行
わ
れ
た
。
建
物
の
登
記
の
完

了
、
物
置
の
設
置
、
代
式
祈
祷
の
継
続
、
収
穫
祭

の
開
催
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

受
け
て
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

が
、
滞
り
な
く
巡
回
と
祈
祷
は
行
わ
れ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
続
い
て
財
務
に
関
し
て
、
決
算
報

告
、
財
産
目
録
の
説
明
が
行
わ
れ
、
監
査
報
告
が

な
さ
れ
た
。
教
区
か
ら
の
借
入
金
の
残
額
を
す
べ

て
返
済
で
き
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
昨
年
か
ら
始
め
た
貯
金
箱
献
金
も
功
を

奏
し
た
結
果
と
な
り
、
教
会
維
持
基
金
会
計
（
今

年
か
ら
聖
堂
建
設
基
金
の
名
称
を
こ
の
よ
う
に
変

更
）
に
繰
り
入
れ
た
。
な
お
、
教
会
西
墓
地
に
あ

る
教
会
所
有
の
区
画
に
新
た
に
「
教
会
共
葬
墓
」

を
作
る
こ
と
に
な
り
、
規
程
な
ど
の
詳
細
は
執
事

会
に
一
任
さ
れ
た
。 

中
新
田
正
教
会
だ
よ
り 

セ
ー
ジ
を
心
に
刻
み
、
教
会
生
活
を
送
っ
て
い

き
ま
す
。
神
様
の
お
側
で
、
マ
ト
シ
カ
と
共
に

安
息
な
さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。 

土
地
成
聖
式
の
思
い
出 

 
 
 
 
 
 
 
 

マ
ル
コ
熊
谷
経
光 

 

今
か
ら
46
年
位
前
の
出
来
事
で
す
。
加
藤
神

父
様
は
既
に
輔
祭
と
し
て
奉
仕
し
て
い
た
時
の

こ
と
で
す
。
亡
父
が
宮
城
野
区
に
知
的
障
害
者

施
設
「
き
ぼ
う
園
」
を
建
設
す
る
に
あ
た
り
土

地
成
聖
式
を
執
り
行
う
時
の
こ
と
で
す
。
そ
の

当
時
の
神
父
様
が
ど
う
し
て
も
成
聖
式
を
執
り

行
う
こ
と
が
出
来
な
い
急
用
が
あ
っ
た
た
め
、

神
父
様
の
代
わ
り
に
加
藤
輔
祭
様
に
白
羽
の
矢

が
立
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
加
藤
輔
祭
様

は
困
惑
さ
れ
て
し
ま
い
、
東
京
本
会
に
対
し
事

情
を
話
し
て
相
談
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
結

果
、
本
会
の
ほ
う
か
ら
特
別
の
お
許
し
が
出
て

無
事
成
聖
式
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

す
。
加
藤
神
父
様
に
は
、
本
当
に
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
た
と
感
謝
の
念
で
一
杯
で
、
加
藤
神
父

様
と
の
思
い
出
の
一
コ
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
施
設
運
営
に
関
し
て
は
、
大
主
教
様

を
は
じ
め
信
者
の
皆
様
方
か
ら
多
大
な
る
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
っ
て
い
ま
す
こ
と
を
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

第一子を出産されたエカテリナ

渡邊麻美姉が、7月3日に産後40

日の祈祷にあずかり、母子共に

神の祝福をお受けになった。 
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8月聖名日 

モレーベンのご案内 

8月1日㈰聖体礼儀後 

▲聖預言者イリヤ ▲聖マリヤ・マグダリナ 

献 

金 

報 

告 

（3
.6

.2
8

～3
.7

.2
2

） 

 8月の聖名日モレーベンに該当

する方々の一覧です。         

○
聖
堂
内
献
金 

四
万
九
千
五
十
円 

○
聖
名
祭
感
謝
献
金 

五
千
円 

本
多
弘
子
、
高
橋
ゆ
り 

三
千
円 

笹
川
皓
、
古
田
直
子
、
水
口
敦
子 

○
会
報
献
金 

一
万
円 

吉
永
恵
一
・
孝
子 

五
千
円 

白
河
正
教
会
、
小
島
紀
二 

○
埋
葬
献
金 

百
万
円 

永
沢
（
加
藤
神
父
） 

○
四
〇
日
祭
・
納
骨
献
金 

三
万
円 

永
沢
（
加
藤
勢
津
） 

二
万
円 

村
井
恵
子
（
納
骨
） 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

一
万
円 

清
水
格
・
彩
子 

五
千
円 

片
倉 

徹
、
遊
佐
な
み
子
、
高
橋 

 
 
 
 

清
太
、
佐
々
木 

隆 

三
千
円 

平
塚 

清
、
笹
川 

皓
、
佐
々
木 

 
 
 
 

一
志
、
鈴
木
三
千
代
、
葛
西
弘
子 

千
円 

 

西
海
枝
康
子
、
高
橋
ゆ
り
、
古
田 

 
 
 
 

直
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
敬
称
略 

 

聖名日 聖    名 氏    名（敬称略） 

8/2 聖預言者イリヤ 伊勢 薫、居川達彦、大槻智也 

8/4 マリヤ（マグダリナの聖携香女） 遠藤千尋、伊藤万理亜、太田ちえ子 

片上裕子、勝又淑子、木村富喜子、

佐藤佑美、佐藤浩子、内海えり子、

永元道子、鈴木三千代、鈴木テレサ 

横山節子、及川聡子、古仲和香奈、 

8/6 ハリスティナ（ティルの聖致命女） 桜井愛莉紗 

8/8 パラスケワ（ロマの聖致命女） 針生佐和子 

8/14 ソロモニヤ（聖致命者マッカウェイの母） 権藤順子 

8/16 ファウスト（コンスタンティノポリの克肖者） 山崎浩夫 

8/18 ノンナ（神学者聖グリゴリイの母） 瀬沢ノンナ、平塚 望 

8/21 ミロン（クリトの克肖者主教） 千葉 温 

8/30 ミロン（キジクの聖致命者） 水口勇毅 



令
和
3
年
７
月
15
日
㈭ 

 
 

午
後
２
時
～
３
時 

３
階
会
議
室 

一
、
報
告
事
項 

・
信
徒
総
会
が
6
月
20
日
㈰
に
開
催
。
新
執
事 

 

の
イ
リ
ヤ
木
村
良
治
兄
を
紹
介
。
木
村
兄
は 

 

収
益
事
業
の
会
計
も
新
た
に
担
当
し
て
く
だ 

 

さ
る
。 

・
長
司
祭
ワ
シ
リ
イ
加
藤
神
父
様
の
ご
永
眠
。 

 

埋
葬
式
は
大
主
教
座
下
司
祷
、
三
人
の
司
祭 

 

の
陪
祷
で
行
わ
れ
た
。
教
会
、
執
事
会
、
婦 

 

人
会
、
方
舟
会
よ
り
供
花
、
聖
歌
隊
よ
り
御 

 

花
料 

・
教
区
会
議 

6
月
27
日
㈰
仙
台
に
て
開
催
。 

 

理
事
、
財
務
、
監
査
の
他
、
代
議
員
と
し
て 

 

 

三
名
が
出
席
、
他
は
欠
席
委
任
と
な
っ
た
。 

・
全
国
公
会
7
月
10
、
11
日
東
京
に
て
開
催
。 

 

神
品
代
議
員
と
し
て
水
口
神
父
の
み
出
席
。 

・
会
館
外
壁
亀
裂
部
分
修
復
完
了 

6
月
末
。 

・
会
計
報
告 

一
般
／
収
益 

 

国
債
五
千
万
円
を
購
入
し
た
。
諸
費
用
約
35 

 

万
円
。
10
年
で
50
万
円
の
利
息
。 

 

二
、
協
議
事
項 

⑴
責
任
役
員
：
加
藤
神
父
様
ご
永
眠
の
た
め
新

任
（
も
し
く
は
代
務
者
）
選
出
が
必
要
。 

 

検
討
し
た
結
果
、
マ
リ
ヤ
太
田
ち
え
子
執
事

を
、
責
任
役
員
代
務
者
と
し
て
手
続
き
を
進
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。
手
続
き
完
了
次
第
、
県
庁

提
出
書
類
を
そ
ろ
え
て
送
付
す
る
。 

 
 ⑵

会
報
8
月
号
に
加
藤
神
父
追
悼
ペ
ー
ジ
を
作

る
。
加
藤
神
父
様
の
思
い
出
話
や
感
謝
の
言
葉

を
数
名
の
人
に
お
願
い
す
る
。
文
字
数
な
ど
の

関
係
で
水
口
神
父
が
添
削
す
る
。 

 
三
、
そ
の
他 

 

9
月
の
敬
老
会
は
、
昨
年
と
同
様
、
祈
祷
だ

け
で
祝
賀
会
は
中
止
だ
が
、
記
念
品
を
ど
う
す

る
か
。
去
年
は
、
手
作
り
マ
ス
ク
だ
っ
た
が
、

今
年
は
何
が
よ
い
か
、
各
執
事
は
次
回
の
執
事

会
ま
で
に
考
え
て
く
る
。  
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主の変容祭 
ハリストスが山の上で、神としての栄光

の姿に変容されたことを記憶する祭。 

私達も神の光（力）にあずかって、果

物のようにおいしく変容することを願っ

て、果物を持参して参祷しよう。 

今
月
の
お
祭 

 

生神女就寝祭 
生神女マリヤの死と復活を記念する

祭。「生命の母として生命に移る」こと

を意味するマリヤの眠り（死）は、私達

にとって模範である。そこに近づける

よう、マリヤの転達を祈ろう。 



     

31
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
5
調
（
17
時
） 

1
日
㈰ 

第
6
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 

書
札 

ロ
マ
12:

6-
14 

 
 

 
 

 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
9:
1-

8 
 

※ 

聖
名
日
モ
レ
ー
ベ
ン 

 
 

❖
定
例
執
事
会 

 
 

７
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
６
調
（
17
時
） 

８
日
㈰ 

第
７
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 

書
札 

ロ
マ
15:

1-

7 
 

 
 

 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
9:

27-

35 

 
 

 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

 

８
日
㈰ 

中
新
田
正
教
会
・代
式
祈
祷
（
10
時
） 

 

14
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
お
休
み 

第
７
調 

15
日
㈰ 

第
８
主
日 

代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

 
 

書
札 

コ
リ
ン
フ
前
1:

10-

18 
 

 
 

 

 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
14:

14-

22 

※ 

こ
の
日
は
代
式
祈
祷
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 
 

◆ 

聖
堂
清
掃
奉
仕
の
日 

 

14-

15
日 

水
口
神
父
白
河
出
張 

 

14
日
㈯ 

18
時 

主
日
徹
夜
祷 

 
 

 
 

15
日
㈰ 

10
時 

主
日
聖
体
礼
儀
／
果
物
の
成
聖 

 

18
日
㈬
祭
日
徹
夜
祷
（
17
時
）  

 

19
日
㈭
主
の
変
容
祭
聖
体
礼
儀
（
9
時
） 

 
 

書
札 

ペ
ト
ル
後
1:

10-

19 
 

 
 

 

 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
17:

1-

9 
 

 
 

 
 

果
物
の
成
聖 

 

21
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
８
調
（
17
時
） 

22
日
㈰ 

第
９
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 

書
札 

コ
リ
ン
フ
前
3:

9-

17 
 

 
 

 
 

 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
14:

22-

34 

 
 

◇
ミ
ニ
講
話
、
婦
人
会
・
方
舟
会 

 
 

 
 

27
日
㈮
祭
日
徹
夜
祷
（
17
時
）  

 

28
日
㈯
生
神
女
就
寝
祭
聖
体
礼
儀
（
9
時
） 

 
 

書
札 

フ
ィ
リ
ッ
プ
2:

5-

11 
 

 
 

 

 
 

福
音 

ル
カ
10:

38-

42
、
27-

28 
 

 
28
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
１
調
（
17
時
） 

29
日
㈰ 
第
10
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 

書
札 
コ
リ
ン
フ
前
4:

9-

12 
 

 
 

 
 

 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
17:

14-

23 

 

28-

29
日 

水
口
神
父
中
新
田
出
張 

 

28
日
㈯ 

16
時
30
分 
勉
強
会
／
18
時 

晩
祷 

 
 

 

29
日
㈰ 

10
時 

主
日
聖
体
礼
儀
／
果
物
の
成
聖 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
／
共
葬
墓
地
成
聖 
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８
月
行
事
・

奉
事
予
定 

8月の予定 

【聖名祭感謝祈祷】1㈰ 

【月例パニヒダ】8㈰ 

【代式祈祷】15㈰ 

【聖堂清掃奉仕】15㈰ 

【ミニ講話／婦人会・方舟会】22㈰ 

【教会学校】→お休み 

【聖歌練習】→お休み 

【伝道会】4㈬、11㈬、18㈬、25㈬ 

 

祈祷は予定どおり行われます。状況を見

ながら十分お気をつけてご参祷下さい。 

※ 会報に掲載されました写真でご希望のものがあればプリントいたしますのでご遠慮なく申し出ください。 

一斉メールのご案内 
 緊急のお知らせなどのために、教会から

信徒の皆様に一斉にe-mailを送付していま

す。ご希望の方は、仙台教会にメールをお

送りください。アドレスは以下のとおりです。 

orthodox@hyper.ocn.ne.jp 
 必ず本文に「一斉メールを希望」の旨とお

名前をお忘れなくお書きください。 

 なお、すでに登録してある筈なのに最近

届いていないと思われる方も、お手数です

が、もう一度教会宛にメールを送ってくださ

るようお願いいたします。 


